
令和７年度
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令和７年 10 月 21 日（火） 9:30～16:30 

 

9:30～ 9:35 開会挨拶 全国土地改良事業団体連合会専務理事 室本 隆司 

 

9:35～10:05 基調講演 

「多面活動の未来像 ～活動組織に期待すること～（仮）」 

農林水産省農村振興局次長 青山 健治 氏 

 

10:05～10:35 講演① 

「未来へつなぐ TANOPO でつなぐ活動の輪 ～多様な人材との協働で描く農村～」 

       水土里ネットとちぎ（栃木県農地水多面的機能保全推進協議会）植木 美穂 氏 

 

10:35～11:05 講演② 

「静岡県における農村振興の取り組み ～農村と企業・学生が手をつなぐ～」 

       静岡県経済産業部農地局農地保全課 赤松 麻子 氏 

 

11:25～11:55 講演③ 

「しまね関係人口マッチング・交流サイト しまっち！事例紹介」 

       公益財団法人ふるさと島根定住財団 原 早紀子 氏 

 

13:00～13:30 講演④ 

「地域ぐるみによる新たな農村づくり 

～新たな地域ネットワークの形成による農村環境の創造～」 

        福井県鯖江市 グリーンネットさばえ 堀 克行 氏 

 

13:30～14:00 講演⑤ 

「とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業 

～農山漁村の保全・活性化に向けた協働活動～」 

        徳島県農林水産部農山漁村振興課 振興・創生担当 犬伏 要輔 氏 

 

14:00～14:30 講演⑥ 

「三重のふるさと応援カンパニー推進事業 ―地域 企業の縁結び―」 

        三重県農林水産部農山漁村づくり課 浦田 素子 氏 



 

 

14:50～15:20 講演⑦ 

「待矢場太田広域協定運営委員会 ～活動継続は力なり～」 

       待矢場両堰土地改良区 飯塚 則幸 氏 

 

15:20～16:30 パネルディスカッション 

「活動組織の体制強化に向けたマッチングの仕組みの構築に向けて」 

 

コーディネーター 

        特定非営利活動法人みんなの集落研究所首席研究員 阿部 典子 氏 

 

       パネリスト 

        静岡県経済産業部農地局長 岩崎 康正 氏 

       水土里ネットとちぎ（栃木県農地水多面的機能保全推進協議会） 植木 美穂 氏 

三重県農林水産部農山漁村づくり課 浦田 素子 氏 

農林水産省農村振興局農地資源課多面的機能支払推進室長 村瀬 勝洋 氏 
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静岡県における農村振興の取り組み
～農村と企業・学生が手をつなぐ～

＠富士市 大渕笹場

2

静岡県の農村振興施策について静岡県の農村振興施策について

「むらマッチ」について「むらマッチ」について

静岡県の紹介静岡県の紹介
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3

人 口：3,509,835人

世帯数：1,526,308世帯

資料：県統計活用
「静岡県市町別推計人口」
（令和７年３月時点）

●県鳥 さんこうちょう

●県花 つつじ ●県木 もくせい

静岡県の紹介 ①

H15：75市町村
（21市49町４村）

↓
H22：35市町
（23市12町）

●県旗の模様

静岡県庁※

※

※政令市

駿 河 湾

遠 州 灘

富 士 山

4

静岡県の紹介 ②
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静岡県の農村振興施策について静岡県の農村振興施策について

5

静岡県の農山村地域の現状・課題

・人口減少や高齢化、
遊休農地増加など環境悪化
・地域課題の解決に
外部（大学や企業）の力が必要

農山村と現状と課題 都市農村交流・ビジネスへの期待

・農村への交流、関係人口増加
・田園回帰志向による移住増
・外国人観光客増加、新たな
農村ビジネス創出の期待

企業の社会・環境貢献の高まり

・企業の社会や環境貢献の必要性の
高まり
・「田園回帰」など農村への志向増大

農山村の豊富な
地域資源を

活用した地域づくり
＋

外部の力
（企業や他産業等）

の活用

静岡県の地域別高齢化

展望
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都市部の高齢化率 農村部の高齢化率

人口減少と高齢化が、
農山村地域（特に中山間地）

を中心に進んでいます！

都市と農村の人口と高齢化
課題
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静岡県の訪日外国人宿泊者数

6
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地域県民

企業
企業と連携して地域資源を保全・活用

地域住民(農家・
非農家)が農地・
農業用施設を保全

棚田や農地を
保全する
ボランティア
活動

多面的機能支払交付金
（ふじのくに美農里プロジェクト）

理想の
持続可能な農村

県民共有の
財産である地域資源

(宝)を大切に
守る３つの『協働』

旬の農産物・地域のイベント・保全活動情報・農村、都市のニーズ等

県民・企業と農村をつなぐプラットフォーム
(情報共有・マッチングの場)

Ｈ18～

Ｈ20～

Ｈ18～

Ｈ24～

Ｈ28～

静岡県の農村振興の相関図

R５～

7

むらづくり
ワンストップ

窓口

相談・情報発信等

推進
組織

伴走支援

静岡県の多面的機能支払交付金

愛称：「ふじのくに美農里プロジェクト」（Ｈ20に一般公募により決定）

5,707 6,027 6,314 6,341 6,373 6,322 6,432 6,561 6,553 6,626 6,836 7,048 

6,962 7,239 7,937 8,282 8,307 7,892 7,896 7,913 7,806 7,946 7,771 8,163 
11 11 
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多面的機能支払交付金 静岡県 活動組織数
うち、

広域活動組織
12組織

県内29市町／35市町で実施 主要作物：米、茶、みかん

8
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【ロゴの改新】
キーワード：支える、一芯二葉、稲穂、

みかん、水、ホタル、富士山

静岡県の多面的機能支払交付金

9

推 進 組織

「静岡県多面的機能支払推進地域協議会」
設置年月日：平成１９年４月５日

（旧：静岡県農地・水・環境保全向上対策地域協議会）

会長：大井川土地改良区理事長
会員：34市町、県土連、JA中央会、７改良区、県
事務局：静岡県農地保全課
事業内容：総会の開催、パンフレットなどの作成、ＧＩＳ情
報の整備、伴走支援体制づくり、活動組織と地域外の団体と
のマッチング、協議会だより

ふじのくに美しく品格のある邑づくり

「内発的な維持・発展を目指す農山村地域」を
手上げ方式で登録
※登録数155邑

『日本で最も美しい村』を目指して

10
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推進組織
「ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合」
・会員：県内35市町と県
（平成24年２月23日設立）
・会長：富士宮市長、副会長：松崎町長

知事顕彰
①目的：顕彰により邑のブランド化を図る。
②内容：邑の審査、邑づくりへの指導・助言
③広報：登録した邑について、全国に情報発信
④選定：推薦された候補邑を基本に、推進委員会が

現地調査及び書類審査、意見具申。
県知事が意見具申された邑から、知事顕彰邑
を決定。

※顕彰邑：48邑（R7.10現在）

邑(むら)の特徴的な取組やそこで活動

する人々をクローズアップした紹介誌

ふじのくに美しく品格のある邑づくり

11

仲介・コーディネート→協定→県知事認定

労力、人材提供
アイデア、ネットワーク

一社一村しずおか運動

県の入札制度
において、総
合評価で加点

12
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2006年～2024（19年間）で40の農山村地域と
56の企業・団体により、52件の認定がなされた。

一社一村しずおか運動認定の推移

5 8
13

21
25

35 38 39 41 41 42 44 45 48 49 49 51 52 52

0
10
20
30
40
50
60

一社一村しずおか運動 認定件数

13

一社一村しずおか運動の認定

認定要件

• 農村と企業がそれぞれの資源、人材、ネットワーク等を生かし、双方にメリット
のある協働を目指すものであること

• 地域活性化に向けた活動であること
• 活動が継続して行われる見込みがあること（３年間以上）

認定事例

14
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メルマガメルマガ

活動報告活動報告

イベント
情報

イベント
情報相談

フォーム
相談

フォーム

応援
メッセージ

応援
メッセージ 事例紹介事例紹介

しずおか農山村サポーター「むらサポ」

15

農農山山村村のの課課題題解解決決やや
地地域域づづくくりりのの支支援援

県内４カ所に配置
地域づくりを実践するNPOに委託

商品開発・加工品販売

農家民宿の共同開設・経営

社会貢献・体験活動

むらづくりサポートの体制

農山村

企業

NPO
法人

福祉
事業所

大学
高校

16
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「むらマッチ」について「むらマッチ」について

17

新たな取組「むらマッチ」の紹介

18
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さらなる連携の促進

• 一緒に保全活動
• 遊休農地対策
• 地域の活性化

食料農業基本法改正に伴う多面的機能支払の活動組織への支援の方向性

• 地域貢献・社会貢献したい
• 社員のモチベーションの向上
• 新たな事業展開の可能性

アンケートの実施（R4～R5）協働活動に何を求めるか

連携に対するニーズあり！
お互いを知ってもらうきっかけづくりが必要

企業等企業等 農山村農山村

待っているだけでは新たな連携は増えないのでは？
マッチングの取組強化が必要マッチングの取組強化が必要

農村と企業等のマッチング支援サイトの構築と中間支援の強化

農村地域のますますの高齢化、活力低下へ、外部からの支援はまったなし。

19

約1.7割が連携に興味あり約1.7割が連携に興味あり 約２割が興味あり約２割が興味あり

企業等企業等 農山村農山村

「むらマッチ」とは？

連携のきっかけづくり＝マッチングサイト、中間支援

協 働 活 動 開 始

県知事認定→ブランド力のUP

20
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令和５年４月３日(月)に公開令和５年４月３日(月)に公開

【情報発信】
マッチングに関する情報

【新着情報】
企業連携、ＳＤＧｓイベント等の情報をGet!

【活動レポート】
マッチングによる取組を紹介・蓄積

「マッチングサイト」

21

私たちはこんなことが出来ま
す！アイデア・ノウハウを持っ
ています！

私の地域では、こんな
資源や施設がありま
す！

連携・協働できたらこんなことに
期待しています！

企業等企業等 農山村農山村

「マッチングサイト」の検索機能

22

−　　−23



お問い合わせフォーム

県農地保全課メール

県が仲介役（連絡調整）

マッチング

協働活動

「マッチングサイト」によるマッチング

23

HPではわからないそれぞれの疑問・不安

「マッチングサイト」をサポートする中間支援

• メリットは？
• 何をどのくらいやればよい？
• どうやって声をかける？
• 受け入れてもらえるか
• 交通手段は？

• 手伝ってもらいたいけど、
農村側の負担は？

• 継続してもらえる？
• 地域が受け入れられるか？

R6～中間支援を業務委託＝民間事業者R6～中間支援を業務委託＝民間事業者

仲介役
（県）
仲介役
（県）

企業等企業等 農山村農山村

両者の要望をすり合わせ、最適な協働活動を提案

24

初回打合せへの同席、連携の試行イベントの企画

継 続 的 な 協 働 活 動
（一社一村しずおか運動として認定）
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25

【環境保全】
草刈り
水路掃除

【モノづくり」】
ビオトープづくり

水車の復活

【農業・自然体験】
田植え、稲刈り
生き物調査

【ブランディング】
商品開発

地域情報誌やHP作成

【イベント補助】
お祭りの手伝い
邑マルシェ

連携事例

• 会社のCSRの方針に合致する。

• 他社との差別化になる。（河
川、道路の清掃活動は一般的）

• 社員同士のコミュニケーション
のきっかけになる。

• 離職率が下がる。

• 農産物や農家ならではの加工品
がもらえることがある。

• 家族ぐるみで参加できる。

• 農村地域のきれいな原風景を楽
しめる。

• 草刈り、水路の泥上げなど、
参加者が少なくなる中、手
伝ってもらって助かる。

• 農業体験のイベントも、参加
者としてだけでなく、開催運
営補助も手伝ってもらえる。

• 集落外の人たちに、地元の良
さを知ってもらえる。

• 企業や大学のHPやSNSで地域
を紹介してもらえる。

• 農村にはないアイディアがも
らえる。

連携した感想

企業等企業等 農山村農山村

26※アンケート結果ではなく、直接聞き取った内容です。
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協 働 活 動

「むらマッチ」今後の展開

企業等企業等 農山村農山村

マッチング
サイト

マッチング
サイト

中間支援を
業務委託

＝民間事業者

中間支援を
業務委託

＝民間事業者

市町

企業等 農山村

アプロ―チ

情報共有

多面の
活動組織

多面の
活動組織
多面の
活動組織

27

要望把握

仲介役(県)

農山村の持続的な維持・発展

アプロ―チ

むらサポ会員登録をお願いします。

終わりに

28
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